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I.は じめに

　我々は、4年 前からキュウリローションスプレーを用

い止痒効果に関する研究を行なっている。キュウリロー

ションスプレーは難治性の痒みを訴える患者に対 して、

87%に 止痒効果があることを実証 した。さらに、止痒効

果の根拠の一つ として、痒みの要因である皮膚乾燥 を軽

減させることも検証 した。今回我々は、キュウリローショ

ンスプレーをスキンケアに役立てるために、さらなる効

果の検証 と安全性の確立に向け研究を進めることにした。

そこで難治性 の痒 みを訴える患者 に対 して、皮膚表面

pHの 変化を明 らかにし、さらに主観的なそう痒感の改善、
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睡眠の改善に寄与で きるか明らかにすることにした。

Ⅱ.目 的

　そう痒感患者へのキュウリローション塗布は、皮膚表

面pH正 常化、痒みの自覚症状、睡眠促進 に効果がある

か検証する。

Ⅲ.研 究方法

　岩手県 立病 院3施 設(久 慈病 院 ・遠野病 院 ・一戸病 院)

に おい て、慢 性 ・持続性 の痒み を訴 える患者(白 取 の痒

みの重症度基 準3以 上 の患者)で 皮膚科 的疾患 が ない(医

師 に診 断 して もらう)患 者　 21名 を対 象 に、準 実験 研

究(因 果仮 説検 証研究)を 行 った。

　 デー タ分析 は、1)キ ュ ウリローシ ョン使用前後 の皮

膚 表面pHを 単 純 比較 し、2)睡 眠 は、%sleep,　 sleep

efficacy,　 sleep　episode　 に つ いて前 後 の比 較 を行 な っ

た。3)白 取 の痒 み の重 症度 基準 につ い ては、 単純 集

計 し比 較 した。VASス ケ ー ル につ い て,Friedman検 定

を行 い、多重 比較 を行 った。 ソフ トは統計SPSS14.O　 for

windowsを 使 用 し、　 p<0.05を 有 意 差 とす る。倫 理 的

配慮 と して、対象 者 に、研 究の趣 旨 ・方法 を説明 し、同

意が 得 られ た場 合 に行 い、本人が判断能力 に欠 ける場合

は、家族の承諾 を得 た上 で行 った。

Ⅳ.結 果

1.対 象者の属性

　対象者の属性 は、44～98歳 、平均年齢62.3歳 ±15歳 で、

男性11名 ・女性10名 であった。疾患の内訳は、腎臓疾

患15名 、脳血管疾患3名 、肝硬変 ・心不全 ・尿管腫瘍

それぞれ1名 であった。

2.皮 膚pHの 変化

　対象者のキュウリローション使用前 と1週 間使用後の

皮膚表面pHの 比較では、平均値では差はみられなかっ

た。

3.主 観的そう痒感

　主観的そう痒感の評価 として白取の痒み重症度基準を

用いた結果、対象者全員の痒みが軽減されていた。平均

値では、スプレー直後が0.9、30分 後が0.6、60分 後が0.5

と、徐 々に軽減 した。1週 間続けた後にも、介入前に比 し、

低 く抑えられていた。

4.睡 眠の変化

　有効データは、21例中6例 であった。睡眠については、

介入前の睡眠が保持 された者が4名 で、悪化 した ものは

いなかった。

して、皮膚水分量増加 の他 に、皮膚表面pHの 適正化

があるのではないかと考えた。今回の結果では、ローショ

ン使用後に皮膚表面pHが 若干ではあるが酸性化 してお

り、継続検討が必要であると考えられた。

　睡眠については、介入前の睡眠が保持された者が4名

で、悪化 した ものはいなかった。保持された者の うち2

名は睡眠が良好な者たちであった。その他2名 は、夜間

睡眠が不良 な者た ちであ り、この原因が痒みによる も

のであり、かつ、キュウリローシ ョンで軽減できなかっ

たのか、 これ以外の要因があったかを検討する必要性が

あると考えられる。2名 には、夜間睡眠の改善が見 られ

た。「睡眠」は、患者の主観的QOL(生 活の質)に 最 も

影響を及ぼす要因であると言われている。これをキュウ

リローションのスプレーが改善 し得たということは、意

義の大 きな看護介入であると言えるのではないかと考え

る。

　さらに、痒みの主観的評価では、ローションスプ レー

直後 も、1週 間後の継続後 においても、有意に減少 して

お り、止痒効果は先行研究同様に証明された。
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Ⅴ．考察

今回、キュウリローションの止痒効果の根拠の一つ と
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